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早まる日没 事故に気を付けて
夕暮れの、自転車・歩行者、交差点に十分注意しましょう

日没後の歩行者にも気を付けるとともに
日の出前の歩行者にも注意しましょう

早朝で交通量が少なくても、道路を横断する歩行者がいるかもしれません
● ハイビームを活用して、歩行者を早期発見
● 前方をよく見て歩行者を見落とさない
● 昼間より、スピードダウンで慎重な運転を

あわてるな 急ぐ気持ちに ブレーキを

～交差点は危険地帯～
広大な自然の中の見通しの良い交差点ならではの交通事故に要注意

○ 交通ルールを遵守する 一時停止場所では、必ず止まって左右の安全確認
○ 誤った優先意識を持たない 交差車両を確認してからの通過も大切

構内・バック時の事故防止
～ 構内も 停車するまで 運転中 ～

○ 構内でも、運転中は「運転に集中」し、「わき見」は絶対しない
○ バックの進入路、シャッター、ほかの車の有無の確認は、「一旦停止」し、「自分の目」で確認
○ 自分の車の後ろの状況を確認しなければ、バックできない

※必ず、「一旦降りて」、後ろの状況を、「自分の目で」確認しましょう

◆労災事故防止 トラックの荷台から･･･「墜落・転落」、「挟まれ」防止◆

見直そう 「慣れ」の作業
～ 作業中の重大事故が連続発生 ～

積み込みや付帯作業にも注意が必要
○ 荷崩れ、作業者が巻き込まれ死亡
○ 仮眠中にサイドブレーキが外れ車が動きだし、前車に追突した
～今年度は、上げっぱなし・出しっぱなし・開けっぱなし等での事故が増加 ～

夕方5時 横断歩道、右から横断していた
軽乗用車にはねられ、95歳の女性重傷
ドライバーの女性の前方不注意か

夜光反射材は身に着けていなかった
◇夜間 右からの横断歩行者・自転車に注意しましょう◇

２０１９／１１／１（金） １２：１３
３１日午後５時半前、山形県の信号機のないＴ字路交差点で、横断歩道を歩いて渡っていた女性（９５）が、左か

ら来た軽乗用車にはねられ、頭部損傷などの重傷。警察は軽乗用車を運転していた女性（６４）の前方不注意が事
故の原因とみて調べている。女性は夜光反射材は身に着けていなかった。

夜6時 ゆるやかなカーブ、信号や横断歩道のない場所
横断中の女性はねられ死亡

◇夜間・・・ヘッドライトは遠目が基本、早期発見 事故防止◇
２０１９／１１／１（金） １１：５９

３１日午後６時半ごろ、宮崎県の県道で、女性（７７）が道路を歩いて渡っていたところ、軽乗用車にはねられ死
亡しました。事故現場はゆるやかなカーブで、信号や横断歩道はなかった。

夜7時 歩いて横断 高齢女性はねられ死亡
街灯のある見通しの良い直線道路

◇車が動いているときは、いかなる場合も 常に、100％運転に集中しましょう◇
２０１９／１１／１（金） １１：５９

３１日午後７時前、宮崎県で、道路を歩いて渡っていた女性（８３）が軽乗用車にはねられ、頭などを強く打ち死
亡しました。現場は、街灯のある見通しの良い直線道路。

道職員が酒気帯び運転
飲食店2件で、飲酒後自宅に帰る途中、パトカーに停止求められ発覚

◇分かっていて・・・飲酒運転する人間を、どうやってやめさせるか？◇
２０１９／１１／０１ １９：０１

北海道は職員が１日未明、某市内で酒気帯び運転をしたと発表した。職員は１日午前１時ごろ、車を運転中、パ
トカーに停止を求められ、基準値を超えるアルコールを検出。警察から道交法違反（酒気帯び運転）の疑いで、
任意で事情を聴かれているという。職員は休暇中で、３１日午後８時ごろから市内の飲食店２軒で、１人でハイボー
ルと焼酎の水割りを計６杯飲み、自宅に帰る途中だった。


